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被験者実験，ユーザビリティテスト

評価する製品,サービス等を設定
顧客の⺟集団を設定
(⾼齢者，⼥性など)

結果を被験者属性から解釈

ユーザビリティ上の問題点を抽出

従来の⼿法

研究例

-実運転における右折時の同調的不安全⾏動とドライバ個⼈特性: 認知機能および性格特性から (2015)
-⻑時間運転での疲労蓄積への影響要因の分析とドライバーの疲労蓄積タイプの分類(2013)
-Kawahara, J. et al. (2013) Jpn. J. of Psych. Sci., 32, 14-28. [⽇本基礎⼼理学会優秀論⽂賞受賞]
-加齢による認知機能の低下と機器・環境ユーザビリティ(2008)

⾃動⾞運転操作=空間認知+⾝体動作と外部座標把握

⾼空間認識機能群 低空間認識機能群左右反転操作課題: 
⾝体操作と動作結果が逆対応

先⾏研究，予備調査など
から標的となる認知機能
を設定

⺟集団に検査実施。標的
の認知機能が特に⾼い
(低い)被験者を選抜可能

選抜された被験者による
実験，ユーザビリティテスト

結果を標的となる
認知機能の観点から解釈

特定の認知機能，スタイル
ゆえのユーザビリティ上の
問題点などが抽出できる

標的となる認知機能を
評価する検査を⽤意

認知機能スクリーニング法
個別実験

スクリーニング

被験者を認知機能に基づいて個別実験の前にスクリーニングする

個別実験

作業記憶容量

決
然

性

⾼コストのシミュレータ・屋外実験で特徴的な
⾏動を⽰す被験者だけを抽出可能に

作業記憶容量，認知
スタイル，注意特性など

かわはら じゅんいちろう




